
認知症マフ製作
　ボランティア大募集！

円筒状の製品でボタンやリボンなど様々なアクセサリーがつけられていま
す。認知症の人は手元が落ち着かず、何かに触れていると気持ちが安心す
る傾向があるといわれており、手を通し触れることで安心感を得られると
考えられています。

認知症マフを高齢者へお届けするプロジェクトを始めます！認知症
マフを製作してくださるボランティアさんを大募集します！

おうちでできるボランティア

認知症マフ とは？

認知症マフ製作説明会
オンラインでの参加も可能です♪
　日　時　令和３年　9月  8日　（水）

　　　　午後１時３０分～４時００分

会　場　・四條畷市社会福祉協議会　会議室（定員１５名）
                (オンライン）
               ・グリーンホール田原　第３会議室（定員１０名）

               ・ 自宅などからパソコン・スマホ・タブレットでのご参加（定員１５名）
                  （ZOOMアプリが必要ですので事前に取得をお願いします。)

対　象　　認知症に関するボランティア活動に興味のある方

内　容　・「認知症マフについて」
　　　　　　朝日新聞厚生文化事業団　事務所長　山本雅彦氏
　　　　・ ワークショップ
　　　　　   ニット作家・能勢マユミ氏
　　　　・ 認知症マフ製作体験（毛糸・かぎ針を使用し製作します）
　　　　・ 質疑応答

             ※材料はご用意いたします。(毛糸やかぎ針など道具持参OKです。)
　　　　　自宅などから参加者の方は、事前に引取りできる方へ材料をお渡
　　　　　しとさせていただきます。
　　　　　
費　用　参加費無料　申込必要です
　　　　
定員となり次第締切りとさせていただきます。

製作に関する詳細つ
いてはウラ面をご覧
ください。



素材は、なにがいいですか？
毛糸、フリース素材など。決まりはないですが手で触れるものな
のでお洗濯できるもの、毛玉になりにくくチクチクしないもので
お願いします。

☆問い合わせ・送付先☆
四條畷市社会福祉協議会
　
〒575-0043大阪府四條畷市北出町3番1号   
                  　（市民活動センター内）           　 
                                                                                        
TEL０７２―８７８－１２１０  担当（亀山）
ホームページ　 https：shijonawate-syakyo.net
 メールアドレス   info@shijonawate-syakyo.net

大きさはどれくらいですか？
目安として幅約２０㎝×長さ約３０㎝でお願いします。
（多少サイズが前後しても大丈夫です。）

どんな飾りがいいですか？
毛糸で編んだ飾り、色々な手触りのよい飾りの小物、ボタン、リボ
ンなど。怪我の原因となるとがった素材などは避けてください。

ホームぺージ
ＱRコード

編み方・図案
ＱRコード

編み方のお手本はありますか？
四條畷市社会福祉協議会事務所にて編み方の手順書、図案（毛糸・
かぎ針製作分となります）をお渡ししています。下記ホームページ
ＵＲＬ検索、又は編み方・図案QRコードを読み取りください。

世界でたった一つのあなたの
作ったオリジナルマフお待ち
しております♡

送付はどうしたらいいですか？
送付は下記までご持参・ご郵送でお願いします。（郵送料はご負担
お願いいたします）

この事業は令和3年度大阪府福祉振興助成金を活用して行っています。

マフ製作材料募集してます！
毛糸、フリース、小物素材などがご
ざいましたら、ぜひご連絡ください♪
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